
 

年度別業務適正化評価報告書審査実績 

（令和２年度～令和４年度） 

令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 

鳥取県監査委員事務局 

実施 

年度 

対象 

年度 
審 査 経 緯 審 査 結 果 の 概 要 

４ ３ R 4.10.17 
 
R 4.11.25 

令和３年度業務適正化評
価報告書の審査の依頼 
令和３年度業務適正化評
価報告書審査意見書の提
出 

評価手続については、概ね適当であるが、契約に関する
事務処理の改善が図られていない事案も散見されたので、
令和４年度における運用状況を確認されたい。 

評価結果については、 
①支出負担行為の事務手続の遅延や契約書に定める書

類を受理していなかったことなど依然として適正な
事務処理の行われていなかったものが散見された。各
機関及び各職員において、業務点検チェックリストの
確認、未然防止策の取組を確実に実施するよう積極的
な働きかけを行われたい。  

②年度替わりの引継ぎや組織内、組織間での情報の受 
け渡しが適切に実施されていないことに起因する不
適正な事務処理が散見されるところであり、重要度の
高いリスクと未然防止策、業務点検チェックリストの
項目を見直し、不適正な事務処理の発生防止に努めら
れたい。 

③上記①②のような状況から制度に対する基本的な理
解が不十分と感じられるので、改めて業務適正化の制
度の周知とＰＤＣＡの実践が行われるように努めら
れたい。 

 
３ ２ R 3.11. 1 

 
R 3.11.29 

令和２年度業務適正化評
価報告書の審査の依頼 
令和２年度業務適正化評
価報告書審査意見書の提
出 

評価手続については概ね適当であるが、評価結果につい
ては、定期監査において処置された事案のうち、特に契約
等に関するもので適切な事務処理が行われていなかった事
案が下表のとおり見受けられたので、重要度の高いリスク
と未然防止策、業務点検チェックリストの項目について検
討され、不適切な事務処理の発生防止に努められるととも
に、引き続きチェックリストの活用を図られたい。 

内  容 件数 発生要因 
文書管理が不適切
であったもの 

１ 申請書等の不適切な文書
管理 

契約の締結過程に
不備があったもの 

26 会計事務処理要領等の認
識不足 
契約書作成時の確認不足 

契約の履行管理に
不備があったもの 

17 会計事務処理要領等の認
識不足 

 

２ 元 R 2.10.19 
 
R 2.11. 9 

令和元年度業務適正化評
価報告書の審査の依頼 
令和元年度業務適正化評
価報告書審査意見書の提
出 

評価手続については概ね適当であるが、評価結果につい
ては、一部検討を要するものがある。 

①重要度の高いリスクの洗い出しに当たっては、各所属
の業務内容等も勘案して、漏れがないよう進められた
い。 

②今後ともＡＩ・ＲＰＡ等の取組が、一層進められるよ
う制度所管課での検討はもとより、各部局に対して
も、さらなる支援を行われたい。 

 


